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　「女性農業者のための事業推進力＆チームマネジメント力アップ

研修」は、幅広い視野と高い経営力を有し、地域内外で活躍できる

女性農業者の育成を目的としており、農業経営組織や地域農業組

織のマネジメントを行う際に備えるべき知識やスキルを、日本全国

から集まった女性農業者とともに学ぶ研修です。

　本研修は平成26年度から開始し、形を変えながらも今回で10

回目の開催となりました。過去の研修の卒業生は、農業経営者や農

業委員等を担うなど、地域の農業の中核を担うリーダーとして全国

各地で活躍しています。また、研修修了後も、本研修で構築した女

性農業者同士の繋がりを活かした連携や地域を超えた農業者グル

ープへの発展等、活動の幅に広がりを見せています。

　今回、本年度の研修や研修生の取組についてより多くの方に知

っていただくために、本研修や研修生の情報を収録した「女性農業

者のための事業推進力＆チームマネジメント力アップ研修 実施報

告書」を作成いたしました。農山漁村の女性農業者の更なる活躍推

進に向け、是非参考にしていただければと思います。研修生の今後

の飛躍を期待するとともに、本研修の取組が女性農業者の活躍が

深く浸透していく一助となれば幸いです。

� 令和８年３月

� 農林水産省経営局就農・女性課 女性活躍推進室
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■実 施 内 容： 対面・オンラインハイブリッド型の講義、グループワーク、現地視察、個別コー
チングおよびe-learning（受講者のペースで自主学習できるよう導入する、オ
ンライン学習教材）

■実 施 期 間： 約6か月（2025年7月29日（火）～2025年12月10日（水））

■目 的： 女性農業者に最適化したプログラムで
リーダーとして必要なスキルを習得
次世代のリーダー、経営者・幹部を目指す女性農業者を対象
に、以下のテーマに沿った、より実践的な知識の習得やスキル
アップを目指す

■テ ー マ： 本研修では、農業経営者・幹部や地域農業のリーダーとして必要となる事業推進力と
チームマネジメント力を学習。「自社農園の組織運営に必要なリーダーシップスキル」、

「経営戦略を推進する営業スキル」、「地域組織で活躍するために求められるコミュニケ
ーションスキル」等を全国から集まった女性農業者と交流しながら全9回の講座で習
得。

（1）実施概要
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■受講生定員 ： 30名

■受講対象者 ： 農業に従事している女性で、下記いずれかに該当する方
◦�家族経営体や農業法人等において、農業経営に参画している（または数年以

内に経営に参画する可能性が高い）こと
◦�地域の農業者グループ等を率いる立場であること

■研 修 費 用 ： 5万円（税込）
※受講者の旅費は原則として事務局が負担
　�飲食費、研修会場～宿泊地や私用目的の交通費等は受講者負担

■受 講 条 件 ： 以下すべての条件に該当する方
◦�東京での座学研修並びに実地研修及びオンライン接続による研修すべてに

参加ができること
◦�本研修で求められる課題や報告書を提出できること（講義回によっては課題

がない可能性もある）
◦�講義ごとの個⼈やグループでの課題提出等に積極的に取り組むことができ

ること
◦�パソコンによるデータや資料作成ができ、オンライン教材を活⽤した⾃主学

習にも、積極的に取り組むことができること
◦研修期間中のアンケート回答など事務局からの連絡に対応できること
◦�研修修了後も地⽅公共団体や農業関係団体に研修名簿や研修記録等を公

表することについて同意できること

（2）募集概要
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第1回
7/29（火）

オリエンテーション／先進的経営者の特別講義
有限会社佐野ファーム 専務取締役　佐野 敦子氏
株式会社ヤッホーブルーイング 代表取締役社長　井手 直行氏

目
　
的

●�研修生の目的意識・課題の共有
●�経営者・リーダーとしての心構えや取

組を学ぶ 
ゴ
ー
ル

●研修の目的とゴールを理解する　
●�特別講義を聞き、これから半年の研修に対する期待感・

モチベーションを高める
●�周囲の研修生の課題や経験について知ることを通し、

全国各地の農業者の取組や視点を理解し、農業や経営
の課題を理解する

●�全ての講義を自分ゴト化して捉えられるよう、講義の内
容を自分の将来や課題に関連付けて考える練習をする

第2回
7/30（水）

自分の経営スタイルを考える
目
　
的

●�農業経営者・地域農業リーダーとして
のキャリアプランニング・マネジメント
の理解

ゴ
ー
ル

●�変化の激しい時代に適した「戦略的」農業者キャリアを
考える

●�マネジメント思考を理解し、農業経営者に必要な経営者
視点（地域農業リーダー視点）を獲得する

第3回
8/6（水）

経営に必要なリーダーシップを学ぶ
目
的

●�農業経営に必要なリーダーシップスキ
ルの習得

ゴ
ー
ル

●�環境（組織、時代）に適したリーダーシップのスタイルを
理解する　

●自身が発揮できるリーダーシップを考える

8/7（木）〜
19（火）

eラーニング
（自主学習）①

経営や地域リーダーとして必要な思考法を学ぶ

目
　
的

●�農業経営者や地域リーダーとして必要
な思考法の習得

ゴ
ー
ル

ロジカルシンキング・クリティカルシンキング�  
　◦�ロジカル（論理的）に考えるとはどういうことかを理

解する
　◦�ロジカルシンキングを身に付けるためのヒントを得る
意思決定�  
　◦意思決定（Decision-Making）とは何かを理解する
　◦合理的な意思決定方法を理解する

第4回
8/20（水）

地域組織内で活躍するためのコミュニケーションスキルを学ぶ

目
　
的

●�経営組織織や地域組織内で対話を円滑
に進めるための基本的なファシリテーシ
ョンスキル（傾聴、問いかけ、場づくりな
ど）、アサ―ションスキルの習得

ゴ
ー
ル

ファシリテーション�  
　◦�多様な組織メンバーの力を活かすファシリテーション

の基礎を理解する
アサーション�  
　◦�アサーションの基礎を理解し、リーダーシップに繋げ

るための道筋を獲得する

9/1（月）〜
15（月）

オンライン
（個別予約）

個別コーチング

目
　
的

●�自身の経営の現状を把握し、今後の具
体的な経営の方向性を考える�  

（・11/12の模擬商談に向けた模擬商
談シートの方向性を考える）

ゴ
ー
ル

●�専門講師と共に自身の経営の5年後を見据え、現状の
整理を行う

●「�なりたい姿」のすり合わせと「そのために行うこと」の優
先順位付けを行う�  

（・模擬商談に向けて模擬商談シートの内容を記載する）
※�自社経営の現状となりたい姿を整理し、その中で優先

的に行うことを記載するアクションプランシートを活用

第5回
9/17（水）

営業力アップのための交渉術や商談テクニックを学ぶ

目
的

●�商談に向けた下準備、商談の設計、交
渉場面での想定と対策など取引先との
信頼関係構築に繋げるための基礎力を
養う

ゴ
ー
ル

●販路拡大のための商談の基礎を理解する
●Win-Win交渉を学び営業力を高める

東京

東京

オンライン

オンライン

東京

（3）実施日程・プログラム一覧
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第6回
9/18（木）

豊洲市場視察後、模擬商談シートのブラッシュアップ

目
　
的

●�消費地市場（豊洲）での流通実態やバ
イヤーの視点を学び、自らの生産・出荷
活動に活かす

●�市場のニーズや消費者のトレンドを把
握し、今後の作物選定やブランディン
グに役立てる

ゴ
ー
ル

●市場の流通構造や仲卸業者の役割理解
●�仲卸業者の提案力や目利きの方法から商品価値の伝え

方を学ぶ
●�自分たちの農業経営に照らし合わせ「何に取り組みた

いか」という具体的なアクション案を持ち帰る

第7回
10/29（水）

人を動かすプレゼンテーション技術を学ぶ
目
的

●�農業経営や地域農業課題解決に必要
な説得力のある効果的なプレゼンテー
ション技術の習得

ゴ
ー
ル

●プレゼンテーションを作る過程を整理する
●�効果的なプレゼンテーションを作るためのヒントを得る

9/19（金）〜
11/10（月）
eラーニング

（自主学習）②

模擬商談に向けた知識の習得

目
　
的

●�模擬商談に向けた知識の習得

ゴ
ー
ル

経営戦略�  
　◦戦略を理解する�  
　◦戦略立案のための考え方を獲得する
ビジネスモデル�  
　◦ビジネスモデルとは何かを理解する�  
　◦ビジネスモデルの仕組みを考えるヒントを得る
マーケティング�  
　◦マーケティングとは何かを知る�  
　◦マーケティングを考える上で何が重要かわかる

第8回
11/12（水）

販路拡大、資金調達など、各分野の専門家による実践的な模擬商談
目
的

●�資金調達、販路拡大における商談の流
れやポイントを理解する

ゴ
ー
ル

●�事業計画を実現するための資金調達方法を把握をする
●�販路開拓を成功させるための流通基礎知識をつけ、バ

イヤーの視点を理解する

11/13（木）〜
12/5（金）

eラーニング
（自主学習）②

これまでの研修内容の総復習
目
　
的

●�これまでの研修内容の総復習 ゴ
ー
ル

●�座学の全カリキュラムの学習内容を振り返り、研修プロ
グラムで目指したスキルが習得できたことを確認する

11/17（月）〜
12/2（火）
オンライン

（個別予約）

個別コーチング（最終発表に向けてのブラッシュアップ）

目
　
的

●�自身の経営の現状を把握する
●�今後の経営の方向性を考え、具体的な

アクションに落とし込む ゴ
ー
ル

●�専門講師と共に自身の経営の5年後を見据え、現状の
整理を行う

●「�なりたい姿」のすり合わせと「そのために行うこと」の
優先順位付けを行う

●具体的な数値目標を設定する
※�自社経営の現状となりたい姿を整理し、その中で優先的に

行うことを記載するアクションプランシートを活用

第9回
12/10（水）

最終発表会
目
　
的

●�研修で学んだことを踏まえて自身の農
園経営に関する自身のアクションプラ
ンを発表する

ゴ
ー
ル

●�第７回で習得したプレゼンテーションスキルを活かしプ
レゼンテーションを行う　

●�他の研修生の発表を聞き、農業経営や地域の農業課題
に対応する総合的な視点を得る

研修後
2026年
2月まで

地域での成果発表会開催&報告書提出
目
　
的

●�研修で習得した内容を踏まえ、自身の
目標と目標達成のために取り組む内容
を自地域（自治体・農業者グループな
ど）で共有し、地域へ還元する

ゴ
ー
ル

●�自身の所属する自治体や農業グループメンバーに学び
の内容を共有する

●自身の行動宣言を行う

実地研修

オンライン

東京

東京

各地
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（1）研修生一覧

研修生
番号 ご所属企業・団体名 お名前 お名前カナ 主な生産作物 都道府県

1 ㈱おおた農縁 太田 優代 オオタ マサヨ 稲/麦類/いも類・豆類・雑
穀/露地野菜 北海道

2 ㈱MALU 縣 紀子 アガタ ノリコ いも類・豆類・雑穀/露地野
菜 大阪府

3 農事組合法人小行司 鈴木 美沙都 スズキ ミサト 稲/麦類/いも類・豆類・雑
穀/施設野菜 山口県

4 幸せの匙 久米 恵里 クメ エリ 稲/麦類/いも類・豆類・雑
穀 愛知県

5 おかもと農園 岡本 尚子 オカモト ナオコ 稲/露地野菜/果樹類 愛知県

6 農業生産法人㈲梶岡牧場 西山 美貴 ニシヤマ ミキ 肉用牛 山口県

7 津軽りんご加工センター 外崎 陽子 トノサキ ヨウコ 果樹類 青森県

8 ①渡辺農園
②ういこファーム 渡邊 初子 ワタナベ ウイコ いも類・豆類・雑穀/露地野

菜/果樹類 山形県

9 乾農園 上田 京子 ウエダ キョウコ 稲/いも類・豆類・雑穀/露
地野菜/施設野菜 大阪府

10 松鶴ファーム 松鶴 愛 マツツル アイ 施設野菜 北海道

11 ㈱ファームゴージャパン 柴山 和世 シバヤマ カズヨ 施設野菜 群馬県

12 あわじ増田ファーム 古賀野 有希子 コガノ ユキコ 稲/露地野菜/果樹類 兵庫県

13 ㈱笠間農園 笠間 令子 カサマ レイコ 露地野菜/施設野菜 石川県

14 ①のこのこ農園
②都米:ear of rice:SUN 吉岡 典香 ヨシオカ ノリコ 稲/露地野菜 兵庫県
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研修生
番号 ご所属企業・団体名 お名前 お名前カナ 主な生産作物 都道府県

15 藤木農園 藤木 悦子 フジキ エツコ 稲/いも類・豆類・雑穀/露
地野菜/施設野菜 兵庫県

16 ㈱Stay gold
てらだファーム 冨川 真帆 トミカワ マホ 稲/露地野菜/施設野菜/果

樹類 富山県

17 縄田農園 縄田 加奈江 ナワタ カナエ 稲/露地野菜/施設野菜/花
き・花木 山口県

18 ㈱芳賀にこにこ農園 芳賀 あゆみ ハガ アユミ 稲/果樹類/花き・花木 山形県

19 岡田農園 岡田 めぐみ オカダ メグミ 稲/その他の作物 愛知県

20 ㈱岡本養鶏場 岡本 朋子 オカモト トモコ 養鶏 三重県

21 寺畑農園 田畑 優奈 タバタ ユウナ 稲/いも類・豆類・雑穀/露地
野菜/果樹類/肉用牛 長野県

22 合同会社青才りんご園 青才 涼香 アオサイ スズカ 稲/いも類・豆類・雑穀/果
樹類 広島県

23 ㈱氷川アグリクラブ 宮崎 悦子 ミヤザキ エツコ 稲/施設野菜 熊本県

24 合同会社
ファームさきくませ 栗山 悠 クリヤマ ハルカ 稲/麦類/果樹類/その他の

作物 千葉県

25 ふくぷくファーム㈱ 白井 裕貴 シライ ユウキ 稲/露地野菜/施設野菜 山口県

26 ㈱京都杉田農園 杉田 智恵美 スギタ チエミ 施設野菜 京都府

27 かいファーム 甲斐 陽子 カイ ヨウコ 肉用牛 宮崎県

28 momo farm 西岡 智子 ニシオカ トモコ 稲/麦類/いも類・豆類・雑
穀/露地野菜 栃木県
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（2）研修生紹介
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3 研修生情報

■地域発表会の様子

■研修への応募動機

女性中心の事業に取り組む中で、持続可能な企画運営やチームマネジメント
力を身に付けたかったため。

■研修での目標

北村地域イノベーション推進協議会の女性メンバーを５人増やしたい

■研修で得られた成果

リーダーとは、単に指示を出したり人の上に立ったりする存在ではない。また、
物事を白か黒かで決めるだけの役割でもない。状況に応じて最適な選択肢を
見いだし、ときには第三の道を探ることも求められる。誰も取りこぼさず、否定
やできない理由に終始せず、目標達成のために何ができるかを共に考え、フラ
ットかつフェアな立場で意見をまとめ、チーム全体を前進させる存在である。

■生産作物

主人を中心にお米、麦、大豆、そばを作付けをしている。私は野菜を少量多品
目栽培しコンビニに野菜直売所の運営を実施。特に落花生の栽培をメインに
していて、塩茹で落花生を商品化している。

1
北海道岩見沢市

株式会社
おおた農縁

太田 優代

農園SNS
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地域発表会概要

1 ｜株式会社 おおた農縁

■発表会に出席した地域関係者
●北村地域イノベーション推進協議会メンバー

発表タイトル 新しい時代のリーダーと地域活動について

事業内容と
課題 岩見沢市北村の地域活動と発展、女性活躍

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�2月14日郷土料理研修会（地元食材を使った郷土料理をお母さん世代から引き継ぎたいという声があったことから企
画）

◦�2月15日かまくらマルシェ昼の部（岩見沢農業高校のジンギスカンとコラボしたジンギスカンバーガーの販売、地元食
材を使った鍋、地元小学生が授業で作った大豆のおからを利用した白玉おしるこ）

◦�かまくらマルシェ夜の部15日〜22日（地元食材を使った濃厚みそ鍋をかまくらの中で実食。）
◦�春休み親子パン作り教室（パン作りの資格を持った地元のお母さんによる料理教室）
◦�どんな人も企画ができる、そしてどんな人でも主役になれる地域作りをしたい

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

まだまだ北村は保守的であり、良い意味でも悪い意味でも「変わらない」のが現状である。しかし時代や住む人や環境は
どんどん変化している。その変化を受け入れ現状を知ることが課題。地元愛が強すぎるがゆえに新しいものを受け入れ
られないのではなく、古き良いものを温めつつ新しいことにチャレンジして行くことで地域を活性化していけるのではない
か？という議論になった。地元の人の意見や功績をよく知り、今後を支えるであろう若者たちの意見も大事にできるよう
な仕組み作りを考えたい。

■開催日時： ２０２6年1月23日（金）

■開催場所： 岩見沢北村役場
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

経営力、事業推進力、プレゼン力、コーチング力を高め、全国の意欲のある農
業女子の方と出会うことでより高め合うことができるのではないかと思い応募
した。

■研修での目標

●リーダーシップを学び、新規貸農園を１箇所スタートする
●�営業力を身につけ「えんがわ畑」を活用するパートナー農家を5件開拓し、

サポートを開始する

■研修で得られた成果

研修で学んだ３つの気づき
①�１人で抱え込まない・・・先を行く人へ会いに行き、聞きに行くことが、成長

への近道だと学んだ。
②�自分を認められるようになった・・・様々な農業の形や経営スタイルに触れ、

自分自身も農業に向き合い、価値を生み出していることに気づけた。
③�ビジネスモデルが明確になった・・・「まちの人と農をつなぐ」この形こそ強

みだと気づき、地域に必要とされる取り組みだと実感することができた。

■生産作物

地元野菜を使ったおばんざい屋「MALU。−農家のえんがわ−」の運営。貝塚
市で1aの農地を法人で賃借し、体験農園、会員制貸農園を運営。

2
大阪府貝塚市

株式会社
MALU

縣 紀子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

2 ｜株式会社 MALU

■発表会に出席した地域関係者
●泉州地域の女性農業者　10名　●泉州農の普及課　7名　●環境農林水産総合研究所　１名　●その他　１名� 計19名

発表タイトル １人で耕さない農業へ
～研修を通じた意識改革と現場での変化～

事業内容と
課題

大阪府貝塚市にて、地元野菜を使ったおばんざい屋と体験農園の運営を行
なっている。
農業従事者の高齢化、担い手不足、遊休農地の増加が著しいまちなかの農
地を、体験農園として価値づけて運営していくためのビジネスモデルを確立
させたい。
また、困った時に１人で悩まず相談できるつながりを作りたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

MALUファームのような、「遊び以上、農業未満。仲間と耕す、くらしの畑。」を「えんがわ畑」と名付け、ブランド化して各
地へと展開していく。
農家にとっては小さい、家庭菜園には大きい、300〜500㎡程度の農地をターゲットとし、部活のしくみを取り入れた収
支計画と農場長のやりたいことを実現するための栽培計画を作ることをサポートする。
2030年に50箇所を目標とし、2026年は５名の農場長候補をモニターとして迎え、実践を進めていく。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦「農場長」とは、どのような人を想定しているのか。→舞台となる農地を自ら準備できる人を想定している。
◦�駐車場やトイレの問題はどのように考えているのか。→とにかく探す。体験にふさわしい農地選びのポイントも伝える。
◦�イベントは集客が課題になるのではないか。→本部のSNSでの認知度を高め、集客サポートもできるようになる。

■開催日時： ２０２6年２月１0日（火）

■開催場所： 大阪府泉南府民センタービル１F
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

労務管理やチームマネジメント、今後の新規雇用を見据えた組織運営を学ぶ
とともに、販路拡大に向けた営業力・交渉力を身につけたいと考え応募した。

■研修での目標

マネジメント力を身に付け、うちの法人で働きたい、働いてて良かったと思って
もらえる法人にしたい。その為にも売り上げをまず1000万増やし、若手社員
の手取りを倍増させたい。

■研修で得られた成果

本研修を通じて、農業法人の持続的な経営には「経営力」「人材確保」「省力
化」の3要素が不可欠であることを深く学んだ。�  
特に、円滑な経営のためには、単に現場作業をこなすだけでなく、人材育成や
雇用継続のためのコミュニケーション、地主や関係機関との信頼関係構築が
極めて重要であるという視点を得られたことが大きな収穫である。また、具体
的な資金調達の方法や、支援を受けやすい事業計画の立て方について理解を
深めることができた。

■生産作物

中山間地域の集落営農法人として農作物の生産販売と地域活性化に向けた
イベントを実施しています。

3
山口県熊毛郡

農事組合法人
小行司

鈴木 美沙都

農園HP
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地域発表会概要

3 ｜農事組合法人 小行司

■発表会に出席した地域関係者
●やまぐち農林漁業ステキ女子、地域の人、山口県農林水産政策課、市町村農林水産事務所の方々22名●下関市 彰音　金子 美
穂様●長門市 ISATOFARM　首藤 陽子様●宇部市 縄田農園　縄田 加奈江様●宇部市 田中園芸　田中 純様●宇部市　西村 
陽子様●美祢市 とよたファーム　豊田 康恵様●美祢市 美祢あさぎり会　中原 敦子様●周南市 ふるた梨ぶどう園　古田 優子 様
●周南市 五郎丸農園　高橋 恵様●周南市 ふくぷくファーム株式会社　白井 裕貴様●周南市 fu do ku kan Bamboo　須田 
加弥子様●美祢市 有限会社梶岡牧場　西山 美貴様●阿武町 農事組合法人うもれ木の郷　黒川 慶子様●長門農林水産事務所農
業部　向野 美緒様●美祢農林水産事務所森林部　松村 美穂様●美祢農林水産事務所農業部　小山 幸恵様●周南農林水産事務
所農業部　岡本 美智恵様●柳井農林水産事務所農業部　中田 怜奈様●農林水産政策課 農山漁村女性活躍推進班　椎木 優子
様　大﨑 美幸様　梅川 仁志様　矢川 莉那様

発表タイトル 東京研修地域発表

事業内容と
課題

農事組合法人小行司で事務作業を主に行っている。
経営事業内容は、水稲を主に栽培管理しており、麦、大豆も二毛作で行って
いる。
課題は人材、経営力、リーダーになる為の思考力、情報取得力。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標
研修の成果を反映し、5年後を見据えた具体的なロードマップを実行する。
まず、2026年には「水田ファーモ」の試験導入やトラクターの買い換えを行い、スマート農業による省力化を推進する。
労働時間の削減を進めることで、魅力ある職場環境を整え、2027年と2030年にそれぞれ正社員を1名ずつ採用し、計3名の正社員
確保を目指す。
また、2028年の代表理事交代を見据え、代表としての思考力を養うとともに、年間売上高3,000万円を継続できる体制を構築する。
地域課題である「水の確保」についても、ポンプ設置などのインフラ整備を視野に入れ、安定した生産基盤の確立に取り組んでいく方針
である。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案
最大の課題は、2028年の代表交代に向けた「経営スキルの習得」と「労働力不足の解消」の両立である。
代表としての重責を担う中で、現場作業に追われ経営判断が疎かになるリスクがある。
対策として、スマート農業機器の導入による徹底した省力化を推進し、事務や経営戦略に充てる時間を捻出する。
また、正社員採用を計画的に進めることで組織力を強化し、個人の経験に頼らない持続可能な経営体制の構築を急ぐ。

■開催日時： ２０２５年１２月１８日（木）

■開催場所： カフェ「山とCHILLI」（山口県周南市）



3 研修生情報

16

3 研修生情報

■地域発表会の様子

■研修への応募動機

規格外品や廃棄品の有効活用を目的に、生産者同士をつなぐ役割を担い、販
路拡大と認知向上を図りたい。商品のPR力や伝え方を学び、多くの方と交流
しながら知見を深めたいと考えている。

■研修での目標

オンライン販売の見直し、新しい販路を開拓し売り上げを10%向上させる。
リーダーシップを学び、西三河の女性農業者を引っ張っていけれるような存在
になりたい。何か団体を立ち上げ1年で10名集めたい。

■研修で得られた成果

気候変動下における栽培の難しさと、規格外品の価値向上の必要性を実感し
た。�  
また、個人での取り組みには限界がある一方、全国の仲間とつながることで新
たな可能性が広がった。�  
それぞれの強みを活かし連携することで、農業の可能性はさらに広がると感じ
た。

■生産作物

約100ha米麦大豆の生産。生産したお米を使って、麹調味料の加工販売。大
豆でお味噌の教室、ワークショップを開催。

4
愛知県岡崎市

幸せの匙

久米 恵里

農園SNS
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地域発表会概要

4 ｜幸せの匙

■発表会に出席した地域関係者
●愛知県西三河農林水産事務所農業改良普及課　岡崎駐在室長、主任専門員、専門員
●岡崎市農務課　主事、JAあいち三河　担当
●愛知県農村生活アドバイザー西三河支部　支部長、理事

発表タイトル つくるひとも　たべるひとも　しあわせに

事業内容と
課題

米・麦・大豆の生産を行う中で、気候変動による規格外品の増加や農家の高
齢化といった課題を実感している。
今後は規格外品の活用にも取り組みながら、生産者の想いを消費者へ届け、
農家と消費者をつなぐ役割を担っていきたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

規格外品の販売は以前は地域で理解を得にくい側面があったとの意見があった。
一方で、意欲的に行動し商品づくりに取り組んでいる点や、本業と並行して商品開発を行っていることを評価する声もあ
った。
また、高齢化や人手不足による作業効率の課題も指摘された。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

一人でできることには限りがあるため、地域の自治体や農家仲間と協力しながら取り組みを進めていきたい。
世代交代が進み、農業のあり方や価値観も変化している今だからこそ、新たな取り組みに挑戦する必要性を感じている。
地域の農家とともに支え合いながら、地元農業の魅力向上と活性化につなげていきたい。

■開催日時： ２０２6年１月21日（水）

■開催場所： 愛知県西三河農林水産事務所岡崎駐在室
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

認定農業者の取得を目指しおり、規模拡大や雇用を見据えた組織的な運営
力・営業力・交渉力・経営力を身につけたいと考えている。地域農業者グルー
プの担い手として、継承や存続といった課題にも向き合っており、地域全体の
持続可能な農業に貢献したい。

■研修での目標

生産力を上げ新しい販路開拓を見つけ 売上向上25％

■研修で得られた成果

本研修を通じて、事業は目標設定が重要であり、目標達成のためには具体的
な行動計画を立てて実行する必要があることを学んだ。これまで曖昧であった
経営目標を整理し、数値目標を意識した経営計画の作成に着手した。特に、所
得向上を軸に、作物ごとの収益性を見直し、今後の経営判断に活かせる視点
を得ることができた。

■生産作物

稲作10反露地野菜3反（キャベツ、白菜が主）次郎柿3反栽培している。次郎
柿においては、柿の加工、商品開発を行っている。

5
愛知県豊橋市

おかもと農園

岡本 尚子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

5 ｜おかもと農園

■発表会に出席した地域関係者
●豊橋市役所　豊橋市産業部　地域イノベーション推進室　室長補佐　小野　健太郎

発表タイトル
所得向上による
認定農業者取得を目指した経営改善の取組

事業内容と
課題

当時は父と二人での小規模経営であり、現状の売上規模では将来の経営継
承が困難であるという課題を抱えていた。特に、安定した所得確保ができて
おらず、次世代に引き継げる経営体制を構築する必要があった。そのため、
所得向上を目標に、経営計画の見直しと認定農業者取得を視野に入れた経
営改善に取り組むこととした。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

後継者へ円滑に経営を引き継ぐため、5年後を見据えた経営計画書を作成する。また、助言を踏まえ、KSFごとのアクショ
ンプランシートを作成し、計画的に経営改善を進めていく。将来的には認定農業者取得を目標とし、安定した所得確保を
目指す。栽培スケジュ－ルの違う仲間地域にいると助け合え目標に近づけやすいと考える。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

想定される課題として、収益性の高い栽培計画を策定するための販路確保が挙げられる。単価および販売量を増やすた
め、既存販路の見直しと新規販路の検討を進める。また、5か年計画については、定期的に進捗確認を行い、必要に応じ
て計画を修正しながら実行性を高めていく。

■開催日時： ２０２3年１月29日（木）

■開催場所： 豊橋市役所
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

これまで育成塾や事業承継セミナーで学び、次世代へ繋ぐには更なる経営の
学びが必要だと実感した。農村生活改善士として地域課題の解決に関わり、
地域へ恩返ししていきたい。

■研修での目標

●�企画担当しているECサイトの売り上げを10％アップできるようにまた新規
の取引先を増やせるように商品開発の方も進める

●マルシェにも積極的に参加し収益を増やす

■研修で得られた成果

研修を通じ、人材育成の仕組みづくりや地域との共創の重要性を再認識でき
た。理念と技術を未来へつなぐ体制を構築するとともに、販路拡大に向けたブ
ランド戦略も強化していく。また、地域女性リーダーとして、持続可能な経営
の実現に挑戦していく。

■生産作物

肉牛生産（繁殖・肥育）一気通貫経営堆肥製造、農産物供給施設としてレスト
ラン運営ブランド牛「梶岡牛」を使用した加工品の開発販売。

6
山口県美祢市

農業生産法人
有限会社梶岡牧場

西山 美貴

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

6 ｜農業生産法人 有限会社梶岡牧場

■開催日時： ２０２５年１２月１８日（木）

■開催場所： カフェ「山とCHILLI」（山口県周南市）

■発表会に出席した地域関係者
●やまぐち農林漁業ステキ女子、地域の人、山口県農林水産政策課、市町村農林水産事務所の方々22名●下関市 彰音 金子 美穂
様●長門市 ISATOFARM　首藤 陽子様●宇部市 縄田農園　縄田 加奈江様●宇部市 田中園芸　田中 純様●宇部市　西村 陽
子様●美祢市 とよたファーム　豊田 康恵様●美祢市 美祢あさぎり会　中原 敦子様●周南市 ふるた梨ぶどう園　古田 優子様●
周南市 五郎丸農園　高橋 恵様●周南市 ふくぷくファーム株式会社　白井 裕貴様●周南市 fu do ku kan Bamboo　須田 加
弥子様●田布施町 農事組合法人小行司　鈴木 美沙都様●阿武町 農事組合法人うもれ木の郷　黒川 慶子様●長門農林水産事務
所農業部　向野 美緒様●美祢農林水産事務所森林部　松村 美穂様●美祢農林水産事務所農業部　小山 幸恵様●周南農林水産
事務所農業部　岡本 美智恵様●柳井農林水産事務所農業部　中田 怜奈様●農林水産政策課 農山漁村女性活躍推進班　椎木 
優子様、大﨑 美幸様、梅川 仁志様、矢川 莉那様

発表タイトル
農業を営む厳しさと大切な信念

「命をつなぐ、地域をつなぐ、未来をつくるために出来ること」�  
～持続可能な畜産を実現するために～

事業内容と
課題

●�持続可能な畜産経営を目指し、「仕組み化」「可視化」「外部連携」により、
人材育成、経営承継、地域共創を実現。

●�高齢化や技術継承の課題を抱え、経営の見える化と地域との協働体制強
化が急務となっている。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標
発表後、地域関係者の皆様から「若手や女性が働きやすく、やりがいを感じられる仕組みづくりが大切」との助言をいただいた。
これを受け、まずは人材育成プログラムの見直しとキャリアパスの明確化に取り組む。また、地元の教育機関や企業と連携し、実習やイ
ンターンの受け入れ体制を整備。さらに、地域資源と連動した商品開発や販路拡大も進め、地域に開かれた牧場経営を目指す。理念と
技術を次世代へ確実に継承し、地域と共に育つ100年続く牧場づくりに挑戦していく。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案
発研修後の取組に対し、地域関係者から「若手が定着しにくい」「地域との連携が一部の人に偏りがち」との指摘があった。
想定される課題としては、育成プログラムの運用負担の集中、人材確保の難しさ、連携の継続性などが挙げられる。
これに対して、業務のマニュアル化とチーム体制の構築により負担を分散し、外部支援や行政と連携した人材確保に取り組む。
また、地域との共創では、若手や女性も含めた多様な関係者を巻き込む場を定期的に設け、情報共有と信頼関係の構築を進めていく。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

農業女性グループで活動しており運営方法やリーダーシップ、ファシリテーシ
ョンを学びたい。また2025年1月から通年雇用を開始したため、組織運営や
自分たちらしい経営、営業力アップや交渉術も学びたい。

■研修での目標

リーダーシップを学び、人事体制を整え、5年で売上25％増・商品販売2倍・
給与1.5倍を目指し、女性グループで県外へ行き魅力を発信

■研修で得られた成果

様々なリーダーシップスキルがあることを知り、自分の目指すリーダー像がど
のようなものかを考えるきっかけになった。�  
論理的、合理的に考えて意思決定していくためには言語化が必要なこと、常に
言語化をするように心がけ、今後の計画や、説明の際もそのようなスキルを取
り入れていきたいと思う。

■生産作物

2.5haの農地を所有しりんごの生産、リンゴジュース加工を年間約10000箱
行っている。

7
青森県弘前市

津軽りんご
加工センター

外崎　陽子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

7 ｜津軽りんご加工センター

■開催日時： 2026年2月13日(金)

■開催場所： りんご公園2階　会議室（青森県弘前市）

■発表会に出席した地域関係者
●弘前市農政課
●弘前市内の農業女性、女性農業委員、農業女性グループノウタノアオモリ

発表タイトル 笑顔が巡る地域の拠点を目指して
ー地域とともに次の10年へー

事業内容と
課題

【事業内容】りんごの生産とりんごジュース加工
【課題】地域の生産者のりんごを受け入れ商品化することで地域産業を支え
る一端を担ってきた。一方で、施設の老朽化や人材不足、資金調達といった
課題を抱えている。これらは個人的なものだけではなく、地域全体のものと
して捉え、持続的な体制づくりが課題となっている。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

今後の取り組み内容は加工場の改築と設備の更新、また、人材育成及び雇用に取り組み、地域の拠点となる基盤を作る
ことだ。
改築と設備投資を予定しており、市や県その他関係機関からの情報提供や助言をいただき、活用させていただきながら、
整えていきたいと考えている。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

目標達成に対して想定される課題は改築、設備投資が出来ない、スタッフが退職するなど。
本研修で学んだ事業推進力やマネジメントの視点を活かし、焦らず数値や現状を整理し、支援制度の活用や地域との連
携を図りながら、段階的な改善をして、持続可能な運営体制の構築を目指したいと思う。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

農業女子ネットワークの代表を務めることになり、メンバーにこの研修で学習
したことを共有したり、自身の農園の経営や自身が起業した販売会社の経営
に生かしていきたい。

■研修での目標

◦自身の会社の新しい企業と生産者を開拓し、売り上げを10％向上
◦リーダーシップを学んでメンバーをこの代表期間に5名増やす

■研修で得られた成果

現在所属しているやまがた農業女子ネットワークの代表として、リーダーシッ
プとは何かを詳しく学ぶことができた。ビジョンに向かってしくみを作る構造軸
と人間関係への配慮軸をバランスよく使うことが大切だということ、またリー
ダーシップとマネジメントは異なるということを念頭に置いて、自分の役割を
深く考え、ネットワーク、農園、地域で自分ができる調整役としての認識を深め
ることができた。

■生産作物

桜桃を中心に生産販売を行っている。

8
山形県寒河江市

渡辺農園・
ういこファーム

渡辺 初子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

8 ｜渡辺農園・ういこファーム

■開催日時： 2026年1月24日（土）

■開催場所： 心の宿一龍（山形県寒河江市）

■発表会に出席した地域関係者
●やまがた農業女子ネットワークあぐっとメンバー22名
●農林水産省浦野様、農林水産省大河原様、西村山普及課山田様

発表タイトル 農業と会社の両立

事業内容と
課題

さくらんぼを主な作物として農園を経営するにあたり、どうしてもリスクが伴
う。それに伴い、販売会社を同時に経営することにより、リスクを回避したい。
しかし、その他子育て、家事、地域の役割、ネットワーク、将来的には介護な
ど、多岐に渡る役割を時間、体力的に持続できるにはどうしたら良いか考え
てみる。また、地域で農業を軸とした地域創生も考えてみる。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

地域関係者の方々から、今回発表したビジョンは実現可能であるとの後押しをいただき、経営目標に掲げている５年後売
り上げ120％UP（農園）、150％UP（会社）に向けて、販路開拓、人材確保、効率化の促進など自ら決めたロードマップ
に沿って粛々と進めていけば、目標にたどり着けるのではないかと自信が持てた。経営だけでなく、地域との関わりが自
分のアイデンティティを高めていることを再認識したので、自分ではなければできないという役割を遂行できるよう、人に
任せられるところは分担し、整理整頓を徹底して効率化を進め、地域創生の部分も担って地域とネットワークのブランド
化も進めていきたい。地域では、ゲストハウス、カフェなどの経営も考えられるので、ロードマップを作り行政とも連携し
て、実現につなげたい。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

地域とネットワークのブランド化に関しては、まずボランティアにならないよう補助事業などを調べ、採算がとれるような
計画にしなければいけないと思った。そのため、今回の研修で学んだリーダーシップ、プレゼンテーション技術、コミュニ
ケーションスキルを活かし、地域を巻き込む力を高め、目標に向けてのアクションプランを作り、確実に進めていきたい。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

海老芋を主とした農家に雇用就農3年目となる。農主の右腕として技術・経営
両面で支え、主体的に責任ある立場も担えるようになりたいと考えている。経
営力やリーダーシップを学び農場の発展に貢献したい。

■研修での目標

社長の想いやビジョンをしっかりと受けとめ、そばで支えながら、�  
チームの一員として農園の成長に貢献できる力を身につける

■研修で得られた成果

勤務している社長や農業で働く女性の方々の前で、研修で学んだことを振り
返って、農園の自分の役割について発表させていただいた事は、宣言に近しい
ものに感じた。今回の機会をいただけたことでの成果と考える。

■生産作物

ハウス栽培1ha、露地栽培2haで、伝統野菜の海老芋、水稲、大阪なす、きゅ
うりなどを生産。

9
大阪府富田林市

乾農園

上田 京子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

9 ｜乾農園

■発表会に出席した地域関係者
●富田林市、羽曳野、古市、河内長野女性農業者グループ

発表タイトル 外国人と共に働く新しい農業のかたち

事業内容と
課題

富田林市の地理的・気候条件を利用し、河内伝統農家として生産販売を行っ
ている。課題として、外国人スタッフとの言語・コミュニケーションの壁や、技
術習熟と品質管理を感じている。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�作業を行う際に、曖昧な言語表現になっていないか、自分の日本語を見直す。
◦�農作業におけるルールやグループLINEで作業工程など説明を行う際、理解を深めて欲しい内容は、日本語と翻訳を併

記して知らせる。
◦日常におけるコミュニケーションを、挨拶から丁寧に行う。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦�作業者全体で話す機会（時間）を作り、共通認識をもつ。
◦�農園で働くすべての作業者にとって働きやすい人間関係を構築することだが、外国人と言語でのコミュニケーションが

取りづらい為、言語以外の関わり方も検討する。
◦�作業時間以外に農閑期や休日などを使い、レクレーション等を通して、お互いを知る機会を作る。

■開催日時： ２０２6年2月10日（火）

■開催場所： 乾農園（大阪府富田林市）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

直販・EC販売を強化し事業を拡大するため、戦略立案や実行力、チームマネ
ジメント力を高めたい。将来的には全国の農業女子を応援するEC事業を立ち
上げ、持続可能な農業経営、女性農業者が輝ける未来を実現したい。

■研修での目標

●新しい販路（BtoB）で一件開拓する
●�暮らすFITオンラインサロンでのECサイト構築のための関係性を作るため

の繋がりも模索する

■研修で得られた成果

多角化経営の指針策定：「はたらく・たべる・くらす・あそぶ」をコンセプトに、
生産を超えたライフスタイル拠点としての農園の未来図を整理できた。�  
地域共生モデルの提示：直販・民泊・冬季事業の強化により、移住促進や労働
力不足解消といった地域課題への波及効果を生むモデルを提示できた。�  
透明性と協調性の重視：独自事業展開にあたり、地域価格を乱さずJA出荷も
継続する「地域との調和」を最優先事項として位置づけられた。

■生産作物

2015年に新規就農、主に施設園芸にてミニトマトの生産、販売を行っている。

10
北海道空知郡

松鶴ファーム

松鶴 愛

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

10 ｜松鶴ファーム

■発表会に出席した地域関係者
●南富良野町役場　産業課　永井様

発表タイトル
次世代へつなぐ「ハイブリッド経営」への
転換と地域共生型の人材育成モデルの提案

事業内容と
課題

現在のJA出荷メインの「一本足打法」経営から脱却し、2030年までに独自
事業（直販、民泊、冬季事業）の比率を50%に高める「ハイブリッド経営」を
目指す。この4本柱（JA、直販、体験、冬季）確立の要となる人材確保が最大
の課題である。特定農家に固定せず、夏は農業、冬はスキー等の地域産業に
従事する「季節循環型就業」を町主体でマッチングする枠組みにより、地域
全体での担い手育成と定着を図りたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

1. ハイブリッド経営の実証：
　�安定生産（ミニトマト）を維持しつつ、規格外品活用やストーリー価値付加による高付加価値化、直販拡大に着手する。
2. 農家民泊の準備と関係構築：
　�移住予備軍の接点となる民泊事業の計画策定を進め、地域関係者への丁寧な事前説明を通じて摩擦を回避し、合意

形成を図る。
3. 「固定しない」人材育成パスの構築：
　�夏季は松鶴ファーム等の複数農家で主力スタッフとして活躍し、冬季は地域スポーツ、観光に従事する通年就労プラン

の具体化。
4. 町主体マッチングへのノウハウ提供：
　�受入側農家としての業務設計や研修内容を可視化し、町が制度運用する際の参考素材として提供し、協力体制を築く。

目標：短期的には「地域おこし協力隊」等の研修生受け入れたたき台作成 、2030年末までに独自事業比率50%（KGI）
を達成し、持続可能な地域農業モデルを確立する 。

■開催日時： ２０２6年1月16日（金）

■開催場所： 南富良野町交流センター



3 研修生情報

30

3 研修生情報

■地域発表会の様子

■研修への応募動機

観光農園のオープンと加工品展開で販路拡大に取り組んでおり、マーケティン
グや発信力の必要性を感じた。チーム作りではマネジメントを体系的に学びた
い。事業成長を通じ地域農業の発展にも貢献したい。

■研修での目標

営業力と交渉力を身につけて、１年以内に3件以上の販路開拓を実現したい

■研修で得られた成果

理念を明確化し、ビジョンから逆算した時系列のアクションプランを構築する
重要性を学んだ。また、地域や関係者を巻き込む合意形成、役割分担、目標共
有の手法を実践した。その結果、「藤岡いちごフェス」開催に向けた具体的な行
動計画の策定や、クラウドファンディング立ち上げなど、事業を形にする推進
力が高まった。今後は学んだマネジメント手法を農園経営や地域連携に活か
し、持続可能な地域づくりをさらに加速させていきたい。

■生産作物

計25aの農業用ハウスにていちごの生産を行っている。

11
群馬県藤岡市

株式会社
ファームゴージャパン

柴山 和世

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

11 ｜株式会社 ファームゴージャパン

■開催日時： 2026年2月6日（金）

■開催場所： 藤岡南ロータリークラブ２月例会
（藤岡商工会議所）

■発表会に出席した地域関係者
●藤岡南ロータリークラブ

発表タイトル
人と地球にやさしい農産物の生産を通じて
地域の課題解決と豊かな社会づくりに貢献する

【いちご農園からはじまる、持続可能な地域と未来づくり】

事業内容と
課題

いちご農園フルッティロッシは、「人と地球にやさしい農産物の生産」を理念
に掲げ、いちご農園から始まる持続可能な地域と未来づくりに取り組んでい
る。地域課題の解決と豊かな社会の実現を目指し、販売や加工品展開を含
めた時系列のアクションプランを策定。令和8年2月15日には道の駅ららん
藤岡で「藤岡いちごフェス」を開催し、藤岡産やよいひめの魅力を全国へ発
信する。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

研修後は、2026年2月15日に開催予定の「藤岡いちごフェス」を事業推進の中核に据え、地域ブランド力向上と販路拡
大を目標に取り組む予定である。会場である道の駅ららん藤岡を拠点に、藤岡産やよいひめの魅力を全国へ発信し、生
産者・飲食店・行政と連携した体制を強化する。具体的には、クラウドファンディングによる事前プロモーション、贈答用
いちごや加工品の販売強化、来場者数および売上の数値目標設定を行い、単発イベントに終わらせず、継続的な地域活
性化とブランド確立につなげていく。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

「藤岡いちごフェス」を軸に事業を推進するにあたり、藤岡市以外からの集客の弱さ、組合とそれ以外の生産者間の足並
みの不一致などの外部リスクが想定されるが、クラウドファンディングやSNSを活用した事前広報、目的と数値目標の共
有による合意形成、限定商品やEC・ふるさと納税への導線設計による収益強化、地域団体との連携による運営体制整
備、加工品活用によるリスク分散を徹底することで、単発イベントに終わらせず藤岡ブランドの確立と持続的成長につな
げていく。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

新しくブルーベリーの観光農園を立ち上げ中。地域との関係を深め持続可能
な事業にしたい。近い将来経営を引き継ぐので、雇用や他農家との連携、チー
ムマネジメント、営業力を体系的に学びたい。

■研修での目標

●�研修中に観光農園の強みを再整理し、研修後3か月以内に運営マニュアル
を作成

●�地域女性3名以上との協業体制づくりに着手する

■研修で得られた成果

●�ビジョンとミッション（経営の旗印）を定義し、進むべき方向を明確化。
●「個の経営」から「地域全体の活性化」へと視座が高まり、南あわじの農業を

推進する覚悟ができた。
●�女性のみの研修環境で、無意識にかけていた「自分自身の限界（リミッタ

ー）」を突破。
●�2026年の農園カフェ開設を軸に、新しい農業継承のロールモデル構築に

学んだ知識を活かす。

■生産作物

1.5haの農地を所有淡路島の伝統農法である水稲と玉ねぎ、はくさいキャベ
ツの三毛作を実施している。また、2022年よりブルーベリーの栽培（600本）
も実施。

12
兵庫県南あわじ市

あわじ 
増田ファーム

古賀野 有希子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

12 ｜あわじ増田ファーム

■発表会に出席した地域関係者
●南あわじ市内在住の女性農業従事者10人
●兵庫県淡路県民局　淡路農業改良普及センター　前田様、川添様
●南あわじ市役所農林振興課　濟藤様、宮本様

発表タイトル
農業は、南あわじの最強の宝物。
全国女性リーダー研修で得た『武器』と『確信』

事業内容と
課題

農家の後継（自分も含めて）が難しい現状に直面。淡路島は進学・就職等で
島外へ出るとほとんど戻ってこない。
田畑や農業という資産があるのにそれが受け継がれず廃れていく危機感

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�2026年のオープンに向け、カフェ棟の設備・什器の確定や、園内の動線設計・看板設置を具体化
◦�SNSの世界観統一や動画活用により、ブランドストーリーの発信を強化
◦�5年後に年間売上7,000万円、来場者1万人の達成を目指す 
◦�常勤5名・パート10名の雇用を創出し、持続可能なチーム体制を確立する （地元の雇用創出）
◦「農業×癒し×観光」各産業を掛け合わせた新しい農業運営のモデルを確立させ、インターン生受け入れを行う

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

課題1：ブルーベリーの閑散期（冬〜春）の集客と収益安定化
対策：�冬〜春の体験イベント導入や、カフェでの加工品（ギフト商品）販売を強化し、通年で人が集まる「滞在型農園」の構

築
課題2：単独農園での集客限界と地域コミュニティとの調和
対策：�地域関係者の助言を活かし、周辺農家との合同イベントや行政との連携を深め、一農園の枠を超えた「島の観光シ

ステム」の一部として機能
課題3：組織拡大に伴う運営オペレーションの複雑化
対策：�現場の属人化を防ぐため、受付・誘導マニュアルを早期に作成・整備し、事務作業の効率化を図る分業体制整備

■開催日時： 2026年1月23日（金）

■開催場所： 南淡路農業改良普及センター　2階会議室
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

様々な研修に積極的に参加してきましたがオンライン中心だった。本研修は全
国の志高い方々と共に学べる点に魅力を感じ、昨年の受講者の勧めもあり応
募した。

■研修での目標

営業力を身につけ新しく販路を開拓する。もしくは、農業体験等で3年後まで
に利益を10％向上させ、正社員の給与を10％上げ、休みを年間10％増やす。

■研修で得られた成果

模擬商談を通じて“小松菜の魅力を十分に伝えられていなかった”ことに気づ
き、自社農産物の価値を自信をもって伝える重要性を再認識できた。また、商
談では勝ち負けではなく、相手との価値をすり合わせる交渉姿勢が大切だと
学んだ。
研修で得た最大の成果は、全国の同じ志を持つ仲間とのつながりである。

■生産作物

昭和50年代から続く野菜農家です。ハウス58棟（1.7ha）と露地畑（５ha）
で、ほうれん草や小松菜、えだまめ、さといも、にんじんなどを栽培している。
2017年から農福連携に取り組んでいる。

13
石川県河北郡

株式会社
笠間農園

笠間 令子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

13 ｜株式会社 笠間農園

■発表会に出席した地域関係者
●北陸農政局　農福連携担当者、女性活躍推進室担当者

発表タイトル 農業を通して笑顔創造
～農福連携の魅力を追求～

事業内容と
課題

農業を30年以上続ける野菜農家に嫁ぎ、農福連携に携わって9年目となっ
た。生粋の農家が障害者等に活躍して頂くこの取組の魅力を伝える機会にた
くさん恵まれているが、もっと発信力を磨く必要があると感じていた。また、
農業経営においてももうワンランクあげ、次のステージに上がりたいと思っ
ていた。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

農家に嫁いだ作業療法士としても農福連携をより深く追求し
世のため人のために
農業を通して多様な人財が活躍できる共生社会を築いていきたい。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

①収穫体験の定期的な開催
Point：障害者・ひきこもり・高齢者等の農業体験の段階付け
②フォトコンテストにも挑戦！！
Point：作付けしていない農地に花の種をまき、農業体験も含めて人を集め、農業の魅力を伝える

■開催日時： ２０２6年１月１4日（水）

■開催場所： 北陸農政局
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

地元の女性たちと次世代に繋ぐ農業をしたいと活動し始めた。代表を務める
私自身が学ばなければならない内容だと思ったから。

■研修での目標

営業力、売り上げ数字の習得し雇用できる体制を作りたい。従業員を女性にし
ぼり月々10万円の賃金を目指したい。オンライン販売等の習得もしたい。と
にかく経営管理と数字に強くなりたい。

■研修で得られた成果

グループの代表として、年代の異なるメンバーの意見やアドバイスに傾聴しな
がら、その時に何が一番いいのかの判断をつけるリーダーになること。グルー
プ内で意見の相違があっても、それぞれに想いを持っての意見であることも吸
収し、自分の意見を述べることをまず伝えるようにした。正しい、間違ってるで
はなく理解しベストな答えが出せるようなディスカッションにしようと意識をし
てもらう雰囲気づくりが大切であるということ

■生産作物

稲作（種籾）280a、有機米70a、減農米70a、露路野菜（有機）20aお米の加
工品（麹・米粉）、商品開発を行っている。

14
兵庫県加古川市

のこのこ農園
都米:ear_of_rice:SUN

吉岡 典香

農園SNS
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地域発表会概要

14 ｜のこのこ農園 都米:ear_of_rice:SUN

■発表会に出席した地域関係者
①有機農業教室　講師と受講生の皆さん
②加古川農業改良普及センターの職員の方々、農協関係者、東播磨地域の農業従事者の方々

発表タイトル 女性と農業

事業内容と
課題

有機米の販売はもちろん、6次産業にも力を入れている。有機の稲作や野菜
作りが今後必要であることと農業界に女性がどのように参画していくのか。
これからに次世代に農業が重要な職業になることを今伝えなければ後継者
不足は解決しない。環境を守り、人の身体と食を守ること価値のある仕事で
あることを一緒にひろめて行く農業従事者と繋がりたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

まずは2026年度の有機農業教室の継続開催と、非農家の方と一緒に稲作づくりをするグループを今年は体験型で挑戦
する。あとは生産物での6次産業で自社商品を２～３種類つくる。地元の農業高校と連携を取り、教育段階から後継者づ
くり、コラボで次世代が考える経済を生む6次産業化などをスタートしたいと思う。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

非農家さんとの稲作づくりのスケジュールや経理的な問題、今年が初めての挑戦になるので何か起こったらリカバリーを
誰がするのかの調整は必要かと思います。運営側として役割分担をしっかり決めておくことは重要とも考えます。報連相
がしっかりできる大勢をつくる。小学生、中学生の寺子屋を作り、その中に農業を取り入れ、自給自足の大切さと農業の
仕事の尊さ、それに食育をくわえて教育の現場を作る。そのためには子供たちや保護者にも理解をしてもらうための運営
ベース、保険などの安心な受け皿を専門家を入れての打合せが重要。

■開催日時：
①２０２6年1月23日（金）
②2026年2月4日（水）

■開催場所：
①JA兵庫南　加古川北支店　
②JA兵庫南　営農総合支援センター



3 研修生情報

38

3 研修生情報

■地域発表会の様子

■研修への応募動機

これまで会の立ち上げなどに関わってきたが、県組織の役職に就任し、伝える
力や知ってもらう重要性を強く実感した。改めて組織運営を含めしっかり学び
たいと考えている。

■研修での目標

●年2回の研修に参加する会員を増やすこと
●会の主旨や目標がもっと身近でわかりやすいものになること
●会の継続の新しい形の模索

■研修で得られた成果

本事業の内容と、自身の最終発表時のスライドを配布→研修受講中に会長会
での活動報告並びに要望を発表する機会があり研修内容が役立った→農業
委員の改選時期もあり市町村会長会に女性登用のお願いを三役で行う機会
において、本研修が大変役に立った→次年度の活動予算が増額することに

■生産作物

水稲約4ha（作業受託別）施設面積延べ26a、トマト・メロン露地面積延べ
2ha、バレイショ、タマネギ、スイートコーン、農産加工餅、切り干し大根など

15
兵庫県宍粟市

藤木農園

藤木 悦子

農園SNS
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地域発表会概要

15 ｜藤木農園

■開催日時： 2026年2月4日・2026年2月17日

■開催場所： 西山牧場（兵庫県三木市）

■発表会に出席した地域関係者
●ひょうご農業委員会女性ネットワーク（2/4）
●若手女性農業者グループふたば会（2/17）

発表タイトル
女性農業者のための事業推進力＆
チームマネジメント力アップ研修に参加して

事業内容と
課題 ネットワークの活性化と事業継承

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦地域別研修についての打ち合わせ　
◦次年度の本研修の案内が欲しい　　
◦地元若手の会では興味をもって聞いてもらい、親子のコミュニケーションの難しさを共有した

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦事業継承に関しての家族会議を定期的に行う（藤木農園）
◦地域別研修のリーダーの選出と取り組みやすい環境づくり（ネットワーク）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

母が社長を務める会社に今年度就職し、前職の経験を活かした事業拡大、効
率化、販路拡大、雇用促進を目指している。母と二人三脚で経営に携わるた
め、農業法人経営を学びたい。全国の農業者との繋がりも求め応募した。

■研修での目標

様々な農業経営を学び、自分と会社の１年・５年・１０年後のビジョンを描きた
い。

■研修で得られた成果

特に大きな学びはマインド面。特別講義での「人は変えられない。自分が変わ
れば世界は変わる」という言葉は、今後農業経営に携わっていく中で、主軸に
なる考え方となった。そして、そのマインドを体現しているかのように、様々な
ことを吸収しては行動・発信していく受講者の皆さんとの出会い、交流は刺激
になった。

■生産作物

30haの農地にて、水稲、野菜、果樹の生産

16
富山県下新川郡入善町

株式会社Stay gold
てらだファーム

冨川 真帆

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

16 ｜株式会社Stay gold てらだファーム

■発表会に出席した地域関係者
入善町若手農業者の会
　◦森下信義（グリーン森下）　◦山本美沙季（米山農産）　◦今井翼（入善町役場がんばる農政課）

発表タイトル
会社の成長・自らの成長のために、
就農１年目からできること

事業内容と
課題

会社の知名度が高まるとともに米や西瓜の直売や加工品生産の需要が増え
ているが、人材不足により規模拡大・新規事業への着手ができていない。長
期・短期的目線の両軸で、計画的な規模拡大を行っていきたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

「自らにできること・業務の幅を増やす」ことを意識して業務に取り組んでいきたいと思う。
農作業においては、現在就農１年目で学ぶことが多い状況である。こちらは引き続き、学びと経験を重ねていくことで「で
きることの幅」を広げていきたいと思う。
一方で、前職の企業営業・企画業務で培った企画・分析力は１年目でも活かせると思い、現在任されている経理部門にお
いて、単純作業で終わらせず裏付けに基づいたデータ分析を行い、自社の経営における強み・改善点を模索していきた
いと思う。これは、現作業に＋αでいま自分にできることを行う「できることの幅」を広げる取り組みと考える。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

上記の経理部門における分析は、結果がでたとしても、それが現状の経営に影響を与えるもの・何かを変えられるもので
はないことが考えられる。それは、農業という自分が未経験の分野において、その分析結果・認識が正しいとは限らない
からだ。しかし、農業の経験を積んでいくとともに、その分析結果が何に基づいているのか、課題の本質は何かなのかが
見えてくると思う。自分の中でそれを知識と経験として蓄積させていき、同じような課題を抱える若手農業者と情報共有
やアドバイスを受けることで、長期的に自社や地域農業の発展に繋げていきたい。
また、本報告会にて「何かを変えていこうと思ったときは一人ではなく複数人で課題にアプローチすると変化が起きやす
い」という助言をいただいた。一人では知識や経験に不安があったり物事を動かせなかったときも、仲間を見つけること
が最善で最短のアプローチであると思い、実行していこうと思った。

■開催日時： ２０２6年１月2８日（水）

■開催場所： GRATINER（富山県下新川郡入善町）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

就農10年目の節目に、全国の農業関係者と学びの連携を持ちたいと考え応
募した。地域農業運営のためのリーダーシップを学ぶとともに、個人事業主と
して経営を見直し、営業力向上を目指したい。

■研修での目標

①研修で出会った方30名＋αそれぞれの学びポイントを明確にして共有する
②営業力を身につけ、売上を10%向上させる
③�リーダーシップ学んで、地元農業の3年後、5年後、10年後の見通しを立て

る

■研修で得られた成果

研修受講するにあたって課題であった「ライフプラン・営農・地域農業」の方向
性を整理でき、時系列で計画することができた。また、最大の成果は、研修で
会うことができた講師・関係機関の方々、そして研修生の「人脈」。経営品目
や規模、おかれた立場などは違えど、悩みや、向上心に共感することが多く、
励みになった。今後の相談先としても大切にし、自らも役に立つことができれ
ばと思う。

■生産作物

約1haの農地で、施設園芸（アスパラガス、小菊、山口県オリジナルりんどう）
の生産を行なっている。今年度より地域農業に根ざした水稲栽培も開始。

17
山口県宇部市

縄田農園

縄田 加奈江

農園SNS
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地域発表会概要

17 ｜縄田農園

■開催日時： 2025年12月18日(木)

■開催場所： カフェ「山とCHILLI」（山口県周南市）

■発表会に出席した地域関係者
●やまぐち農林漁業ステキ女子等地域女子会参加メンバー
●山口県職員等、合計約20名

発表タイトル
女性農業者リーダー育成研修＠東京で再考

【つなぐ】農業

事業内容と
課題

野菜・花卉・水稲の複合経営。
【課題】新規就農10年目・節目の年に、ライフプラン・営農・地域農業の方
向性をリフレーミングする。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

【ライフプラン・営農】県担当職員が定期的に来訪、品目ごとに逐一営農指導サポート。アスパラガスにおいては、新品種
の栽培、紫アスパラガスも導入で、生産力の向上をする。花卉においては、菊・県オリジナル品種リンドウとユリの秀品率
の向上を目指す。水稲は地域農業に根ざした、バランスの取れた栽培をし、生産量を向上させる。

【地域農業】上記の通り、マルシェに尽力し、人のつながりを強化する。また、水利組合や農業委員の活動で、農業インフ
ラの課題も整理し、関係機関とも協力して、次世代へつなぐ活動をする。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

限られた労力での複合経営のため、雇用も視野に入れた労働環境の整備を進める。作業のブラッシュアップ、無理なく後
手に回らない作業計画を練る。種苗会社や関係機関のサポートを得て、秀品率・生産量を上げ、ロスの少ない農業を目指
す。
栽培はもちろん、マルシェや地域農業についても、本研修で得た、全国の人脈を活かし、定期的に視察を行い、「活かし・
活かされ」限りある残りの農家人生を謳歌したい。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

年間60名（20代から80代）幅広い世代を雇用しており、チーム作りに課題を
感じている。指導農業士として就農支援にも携わり、労働環境を改善し持続可
能な農業を地域に広めるため応募した。

■研修での目標
●�顧客折衝力を身に着け、水稲とさくらんぼの反当たり利益が5%向上する顧

客を開拓、維持する
●NPO法人AGRI BATON PROJECTの新規法人会員を1社獲得する
●会社の成長のため、リーダーシップを学び、強化する

■研修で得られた成果
●さまざまなリーダーシップの形があることを学んだ。
●�個別コーチングの際に、65歳で代表と私が辞任する方法について、具体的

にマイルストンに落とし込めた。
●�事業計画、資金計画について、実際のロールプレイによりご指導いただき、

自信がついた。
●�地域の関係者に成果発表を行うことにより、会社行事として計画、実施し

た。目標に対する責任が強まり、地域からの理解や期待が高まった。

■生産作物
水稲、果樹花きの複合経営です。経営面積は17ha。販路はJA及び法人の２
本柱。

18
山形県寒河江市

株式会社
芳賀にこにこ農園

芳賀 あゆみ

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

18 ｜株式会社 芳賀にこにこ農園

■発表会に出席した地域関係者
●ＨＳ経営コンサルティング株式会社 代表取締役　本田 茂様●奥山享税理士（同資料を使い、2/9に面談）●山形県西村山農業技
術普及課　山田 美里課長補佐様、阿部 篤智様、樋口 あかり様●寒河江市農林課 係長　菅野 傑様●寒河江市農業委員 芳賀 宏
様、山田 和義様●株式会社Farmおとらふ 取締役　伊藤 今日美様●若手農家　國井 直樹様●さがえ西村山農協 融資課　渡邉 
裕哉様、金融課　藤澤 駿様●弊社 代表取締役　芳賀 孝博、従業員2名

発表タイトル 『にこにこ』を届ける農園� これからの事業計画
～事業推進力・チームマネジメント力アップ研修報告会～

事業内容と
課題

2025年に米乾燥調整設備を新設、移転、稼働した。力強く地域を支える経
営体として成長を加速する事業計画を立案し、2035年までに事業承継を完
了することを地域に宣言した。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標
事業目標：
役員報酬1千万円で2035年事業承継し、持続可能な農業の地域モデルとなる
取組内容：
◦�農場長候補を育てるために、年間スケジュールを立てて従業員を募集すること。農林大学校や東北農林専門職大学の就職フェア（5

月）に参加する。
◦�当面の成長分野であるB to Be to Cを強化するために、消費者からもわかりやすいWebにリニューアルする。
◦消費者向け店舗、ECへの商談を継続する。
◦�SNSなどからの情報発信について、想像より期待値が高かったので、これからも継続する。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案
課題
◦求人しても応募がない　
◦入社しても辞めてしまう
◦業績の悪化
解決策
◦�ハローワークや、それ以外の媒体、就職フェアなどに参加し、求人活動をおこう
◦�風通しの良い組織づくりを行い、多様な人材が助け合える環境をつくる
◦�月次会計を継続し、早めのリスク対策を行う。定期的に融資担当者に事業の方向性を共有する。
◦今までどおり、余裕のある資金計画を行う。

■開催日時： ２０２6年2月13日(金)

■開催場所： 山形県村山総合支庁西村山地域振興局
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

販路開拓や食育活動に取り組む中、戦略立案や事業拡大に課題を感じた。経
営を体系的に学び女性農業者とネットワークを築き、地域と繋がった持続可能
な社会的価値のある農業を目指したい。

■研修での目標

●�営業力を身につけ加工品の新たな販路(百貨店、セレクトショップ、美容関
係等)を３つ開拓する

●�経営者としてのリーダーシップを学び新たな人材(パート)を4名増やしたい

■研修で得られた成果

本研修により、ビジョンを軸に経営を組み立てる重要性、KGI・KPIを設定した
戦略的経営、そして対話を重ねて組織を導くリーダーシップを学んだ。研修期
間中は経営理念と事業の方向性を再整理し、優先順位の明確化、数値目標の
設定、スタッフとの理念共有を実践した。その結果、行動計画が具体化し、「量
の拡大」から「価値を高める経営」へ視点が転換した。今後は数値管理を継続
し、高付加価値型農業モデルの確立と地域ブランド化につなげていく。

■生産作物

マコモダケの生産・加工・販売。地域資源を活かした商品の開発。1.6ha（マ
コモダケ0.8ha、筍、稲作、玉ねぎ）。まぜご飯の素やマコモの葉を活用したお
茶・しめ縄などの加工品も展開しています。

19
愛知県知立市

岡田農園

岡田 めぐみ

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

19 ｜岡田農園

■開催日時： 2026年2月13日(金)

■開催場所： 愛知県三河農林水産事務所　
農業改良普及課　第2会議室

■発表会に出席した地域関係者
●愛知県農村生活アドバイザー協会西三河支部碧海分会役員5名、新役員5名
●農業改良普及課職員3名
●JAあいち中央営農企画課1名
●JAあいち中央知立西支店支店長
●知立市役所経済課農政係職員2名

発表タイトル
女性農業者の為の事業推進力＆
マネジメント力アップ研修成果発表

事業内容と
課題

マコモダケ・真菰の栽培から加工品開発・販売までを一貫して行う6次産業
型農業を展開している。現在は家族経営で、生産・営業・広報を一人で担っ
ているため人的余力が限られている。収穫期が集中する特性上、生産拡大に
は品質維持の課題があり、認知度向上と高付加価値化による持続可能な経
営体制の構築が課題である。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

発表後にいただいた品質管理や生産体制強化に関する助言を踏まえ、生産量の拡大は慎重に進めつつ、高付加価値型
モデルを中心に経営を展開する。具体的には、収穫・選別・出荷工程の見直しにより品質の安定化を図り、適正収穫量を
設定することで「量より質」を徹底する。また、加工品ブランドの強化、真菰の葉の活用拡充、ターゲットを明確にした販路
開拓を進め、単価向上による収益改善を目指す。あわせて、関係機関と情報共有を行い、地域ブランドの方向性や連携
体制の検討を進め、持続可能な経営基盤の確立につなげる。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

想定される課題は、①収穫期の人手不足による品質低下リスク、②加工品の安定的販路の確立、③地域内での生産体制
やブランド基準の未整備である。対策として、収穫作業の優先順位整理と効率化を行い、品質最優先の出荷体制を構築
する。また、既存顧客との関係強化に加え、ターゲットを絞った営業活動を行い、安定した販売先の確保を目指す。さらに、
行政・JA等と連携しながら地域内での情報共有を進め、将来的な生産者連携やブランド基準の検討につなげていく。
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

地域で有機・慣行農業者が共に参加できる農産物市の開催を目指し、仲間づ
くりや企画力を学びたいと考え応募した。また、販路開拓に向け、営業力・交
渉力を高めたい。

■研修での目標

慣行農業とオーガニック両方の農家が出店する市をたてたい！という夢を実現
するために、仲間を10名集めたい

■研修で得られた成果

最も大きな成果は自己決定権を大切にしていこうと決められたこと。コミュニ
ケーションや人材育成についても気づきを得られた。今までは不要だとすら思
っていたスタッフ間の雑談も大事に捉え、また、おざなりにしてきた家族間で
の話し合いも、まずは普段からもっと気楽に何でも話し合える関係性を築くこ
とが先決だと痛感できた。人材育成については、自分がいなくても仕事が円滑
に進む様に色々と準備する事で、次の人材育成にも繋がり、良い影響が出た。

■生産作物

6万羽の鶏を飼育し、採卵養鶏を行なっています。

20
三重県伊賀市

株式会社岡本養鶏場

岡本 朋子

農園SNS
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地域発表会概要

20 ｜株式会社 岡本養鶏場

■発表会に出席した地域関係者
●三重県普及センター職員様、伊賀市農業委員様、三重県農村女性アドバイザー伊賀メンバーの皆様

発表タイトル
わたしが市を開くには
どうしていけば良いのか

事業内容と
課題

６万羽程の採卵養鶏場を営んでいる。出荷先は主に卸問屋様なので、手が回る範囲でごく少
量をJAやその他直売所に出荷している。課題は後継問題や、労働力の高齢化、施設の老朽
化、資材の高騰、労働者のモチベーションアップ。新しい人材の確保、育成。養鶏場内職員（ほ
ぼ身内）のコミュニケーションを取り、話し合いを重ねて今後どうしていくのかをじっくり検討
していく。場合によってはM&Aも視野に入れる。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

2月22日に伊賀市で開催される忍（しのび）マルシェに出店予定。一緒に参加する農家さんがいないか声かけをすると共
に屋内での開催のため、初のTKG（卵かけごはん）提供ができないか保健所などに問い合わせる。
伊賀市登録有形文化財である赤井家住宅でTKG会を開催する。はじめは弊社だけで取り組み、軌道に乗れば他の養鶏
場にも声かけをして食べ比べなどもできる様にしていきたい。ここで養鶏場間の交流をもち、たまご部会に繋げていく。
また、伊賀市にも働きかけて卵の産地としての伊賀市という視点からの地域振興にも取り組んでいきたい。
伊賀市や隣市の名張市、三重県にも働きかけて伊賀、名張にはない漁業系の産品を抱き合わせて農山漁村市を開催出
来ないか提案してみる。
三重県農村女性アドバイザーでそれぞれの農産物で市を開催することも出来ないか検討する。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

一人で何でも抱え込まず、色んな関係機関（県、市、JAなど）と一緒に取り組むこと。SNSでの発信により農業関係者の
みならず農業関係者以外からもアドバイスをもらえる事もあるので、積極的に取り組んでいく方が良い。自分だけでやろ
うとせずに、まわりを抱き込んでみんなで一緒になって軽やかに取り組む。
素直に本音で正々堂々とやっていくことが大事。自分が一番に楽しむ。自分がやりたいことをやっていく。

■開催日時： 2026年1月30日（金）

■開催場所： 三重県伊賀庁舎4階3会議室
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

1684年から16代続く農家である夫と結婚、発展させていきたいと考えてい
る。生産から販売まで実績を積み、法人化を進めたい。将来は子ども達に経営
を任せられるよう、多くの学びを実践していきたい。

■研修での目標

現在就農2年目で売上を20％上げることができた。新しい販路の築き方を学
び、さらに今年で売上を20%向上させる。今までよりも数字に強い農家になっ
ていきたいと思っている。

■研修で得られた成果

販路拡大、品目の限定を学んだ。販路拡大においては、自社ネットショップ以
外に開拓すべき店舗をサーチし、アポ取り、営業を始めた。そこで見えた限界
は技術の未熟さ。自社製品を心から推せない。まずは一歩一歩始めなければ
ならないということを実感した。品目の限定においては、生産効率の向上、昔
から続いている赤字品目をなくし、数字を上げることを目標にしていくことが
大きな課題として挙がった。

■生産作物

柿 35a（市田柿として生産加工）、田んぼ 35a、露地栽培 30a（さつまいも
10a、とうもろこし10aを自社HPにて販売） 、牧草地20a。

21
長野県飯田市

寺畑農園

田畑 優奈

農園SNS



3 研修生情報

51

3 研修生情報

地域発表会概要

■発表会に出席した地域関係者
●飯田市産業経済部農業課 農業課長　塩沢健一
　生産振興係長　菅沼美津子
　生産振興係　代田祐樹
●農業振興センター係長　松村和広
　農業振興センター係　久保田美貴子
●�長野県農業農村支援センター 技術経営普及課　地域第二係長　高橋達男

発表タイトル 新規就農からフッドスターへ

事業内容と
課題

さつまいも、柿を加工し、生干し芋、市田柿として主にオンラインや直販、市
田柿は9割がJAにて販売している。
夏野菜はとうもろこしの生産を行い、主にオンラインにて販売している。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標
利益を度外視した農業を続けようとする家族に新しいやり方を提案しても結局従来のやり方にもどってしまうため、2027年度に家族か
ら農地を借り上げて独立することを決めた。今年一年は修行に出たり、人脈を増やしたりの作業になるが、知識を増やし県や市からの支
援を受けながら真摯に農業に向き合っていくことを決めた。5年間の農業計画を綿密に立て、売上目標を明確に立て、取り組みたいと思
っている。
シン・寺畑農園第一章、絶対に成功させたい。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案
◦�単純に作付けを増やしたところで売上も同じ対比で上がるのか。
◦�ネットショップ販売だけで全てを売れるのか。
◦�独立までの1年間でどこまでSNSを伸ばすことができるか。
◦�どれだけたくさんのところに営業にいくことができるか。
◦�面白さとバイタリティだけでは到達できないので、3年間の実績を細かく分析し、事業計画をたてることが必要になる。
　�その際、有識者にご教示いただけるような繋がりを作っておくこと。
◦�そして異業種経営者とも壁打ちをして、さらにブラッシュアップしていきたいと思っている。

■開催日時： ２０２6年２月3日（火）

■開催場所： 農業委員会（長野県飯田市）

21 ｜寺畑農園
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

昨年りんご農家の夫と結婚し就農。栽培を学びながら課題改善に取り組んで
いる。数年後には経営を担う予定のため、組織運営をしっかり学び向き合いた
いと考え応募した。

■研修での目標

来年から夫婦で新規就農し、新しい栽培方法でりんご作りに挑戦する。きちん
と利益の出る経営を実現するため、販路拡大や商談スキル、営業力を学び、毎
年1％ずつでも売上を伸ばせる事業を目指す。

■研修で得られた成果

今回の研修を通して、自社農園の目標を設定し、課題を整理した上で、「いつ
までに」「どのように」解決していくのかを、5年後・10年後の視点で行動計画
として具体的に落とし込む手法を学んだ。半年間の研修を経て、計画を一定の
形にまとめることができ、日常的にも目標や課題を意識して考える習慣が身に
ついた。その結果、夫とも自社の経営について話し合う機会が増え、将来に向
けた方向性を共有できるようになったことは大きな成果である。

■生産作物

りんご、加工品（ジュース・スムージー・アイス）生産と直接販売、りんご狩り、
さつまいも堀り

22
広島県庄原市

合同会社
青才りんご園

青才 涼香

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

22 ｜合同会社青才りんご園

■発表会に出席した地域関係者
●庄原市農業委員の皆様　●農業委員会ウーマンネット広島北部ブロックの皆様　●庄原市農業振興課(農業振興・畜産振興)
●庄原市農業委員会事務局(係長・主事)　●庄原市の女性農業者の皆様� （合計33名）

発表タイトル
この先も高野町で
楽しくりんご園を続けるために

事業内容と
課題

広島県庄原市高野町で、家族経営でりんご栽培を行っている。直売やりんご
狩り体験、りんごを使ったアイス・スムージーの提供のほか、庄原市と連携し
た婚活イベントでのりんご狩り・ピザ作り体験など、多様な形でりんごの魅
力を発信している。高速道路開通や道の駅たかの開業により来園者が増加
する一方、生産量が需要に追いつかず、十分にりんごを届けられていないこ
とが課題である。今後は生産体制を見直し、より多くのお客様に安定して提
供できる経営を目指す。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標
私の農園では、生産量を増やしたいと思い、栽培面積を拡大する予定だ。さらに、省力化できると言われている最近話題の高密植栽培
に挑戦しようと考えている。りんごの名産地の青森や長野は高密植栽培を導入している農家は多い。一方自地域ではほぼ事例がなく成
功するか分からないが新たな事業として挑戦すると決めた。高密植栽培は、作業の省力化がメリットだが初期費用が高額という点がデ
メリットのため、補助金を利用して栽培設備に力を入れたいと考えている。補助金の申請には大変時間がとられてしまう。ある地域では
補助金の申請方法のコツを共有する場を設けたと聞き、私も新規就農者として申請のアドバイスが何かできればと考えている。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案
新たな事業として、近年注目されているりんごの栽培方法である高密植栽培への挑戦に向け、様々な準備を進めている。しかし、自地
域では高密植栽培の導入事例がほとんどなく、以下２点が課題である。①地域の気候や土壌条件に適した栽培方法であるかどうか未知
数である点、②初期投資が高額となるため、十分な営農計画を立て経営の安定を図る必要がある点。対策として、まずは栽培技術や知
見の習得が不可欠と考え高密植栽培を既に導入している青森や長野などの主産地の生産者とのネットワークづくりや人脈形成を重視し
交流を進めており、今後は実際に現地を訪問し、栽培方法や管理体制を見学することで、技術力の向上につなげていきたいと考えてい
る。発表後、地域関係者からは、機械や資材価格の高騰、人件費の上昇などにより、農業を続けること自体が厳しくなったという意見を
伺った。そんな中でも、「計画を立て自分の意志を持って経営をしていくことが重要である」との助言を受け、どのような経営を目指すの
かをより明確にし、主体的に判断しながら取り組んでいくことの大切さを改めて認識した。

■開催日時： 2026年1月26日(月)13:30～15:30

■開催場所： 庄原市ふれあいセンター
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

全国の意欲ある女性農業者と繋がれる点に魅力を感じた。昨年法人化し経営
委譲中で、今後、規模拡大と雇用増を目指している。自身の強みである営業力
を活かし、販路拡大にも貢献したい。

■研修での目標

女性農業者の会を立ち上げたので、そこのメンバーが稼げるようにしたい

■研修で得られた成果

他県の女性農業者との繋がりが得られたことが私にとっては一番の成果だっ
た。地域が違っていても事業承継であったり、女性農業者グループを続けるこ
との難しさなど課題は似たり寄ったりなので先輩の皆様からそのような課題に
ついての対策や方法を色々聞けたことが学びになった。

■生産作物

1.4haの農地でミニトマト、カラフルトマト、メロン、ホールクロップの生産販
売を行う。カラフルトマトは、宝石とまととしてふるさと納税などに出している。

23
熊本県八代郡

株式会社
氷川アグリクラブ

宮崎 悦子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

■発表会に出席した地域関係者
●熊本県南広域本部職員、熊本県職員、県内の女性農業者

発表タイトル 私の居場所を作る

事業内容と
課題

家業になかなか入る隙がない中で、やっと地元に農家女性のお友だちが増え
てきたので悩みを共有できる場作りと最終的にみんなでお金が稼げる仕組
みづくりをしたい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�４月に一度県南の女性農業者を中心にみんなで集まって今後どんなことができるか、やりたいかを話し合う会を開催す
る。

◦世界中に女性農業者の魅力を発信するためのPodcast”耕す女”をやりたい

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦会費をいくらにするのかと他にも女性農業者の団体があるのでそことの差別化をどう図るのか？
　⇒一度みんなで話し合いをしましょうということになった。
◦�家業については１２月の最後の研修後に義父に「まだ東京出張なんて早すぎる」と言われたので、家族の理解を得るこ

との難しさを痛感した。無視する・現場に出る以外の対策がないので少しでも現場に出れる時間を増やせればと思って
いる。

23 ｜株式会社 氷川アグリクラブ

■開催日時： 2026年1月27日（火）

■開催場所： フードバレーアグリビジネスセンター（熊本県八代市）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

山林作物は季節性や下処理の手間から購買層が限られ、販路停滞に危機感を
感じている。海外輸出も視野に加工事業を立ち上げるため、加工・販売のリー
ダーとして必要な知識を学びたく応募した。

■研修での目標

新規事業立ち上げのため、経営や営業など様々なノウハウを学び�  
販売売上を現状の20％向上したい

■研修で得られた成果

全国の農業者の皆様とつながりを持つことや各々の課題、自身の課題などに
対しアウトプットする機会があり、自分にはない多角的な視点での情報交換が
できた。自身の住む地域にそれらの事を持ち帰り情報発信できると考えてい
る。

■生産作物

水稲稲作（主食米19町歩、WCS1町歩、麦1町歩）、樹木の伐採・剪定・特殊
伐採、栗や筍などの山林作物の栽培。

24
千葉県四街道市

合同会社
ファームさきくませ

栗山 悠

農園SNS
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地域発表会概要

24 ｜合同会社 ファームさきくませ

■発表会に出席した地域関係者
14日：弊社従業員2名／17日：農業者、異業種含め四街道市民の皆様（農業関係者、保育士、社会福祉団体、その他職業の方）

発表タイトル 地域の困りごとを“農”で活用
～放置竹林活用のお話会～

事業内容と
課題

弊社は代表1名、従業員3名の計4名で穀物部門、山林部門の二部門で業
務を行っている。穀物部は農業コントラクターとして水稲や麦の栽培収穫を、
山林部は特殊伐採（高木の伐採）や栗、タケノコの販売を手掛けている。現
状の課題は保有している竹林の管理や整備に対しリターンがなくどうにか農
業に活かし収益化できないかを課題とし取り組んでいる。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�地域発表会に参加した方々に連絡し、相談できる機会を得るようにする
◦�実際に竹炭を製造している農業事業者の方の元へ見学（佐倉市/市原市/千葉市など）
◦イベントや加工の企画を福祉事業者の方と計画立てる
　※地域のつながりを強化し計画を実行していく
社内では
◦�竹炭の製造、圃場への散布方法、各種認証、補助の申請など計画/炭化機の購入及び視察
◦成田空港新市場の視察、FOODXJAPANの視察

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦�自身がまだ地域コミュニティにうまく属せていないため、イベントを行うにしても周知、認知度をあげるのが難しい
　⇒積極的にアクションを起こすようにする
　�コスト面での収支の部分や、筍の時期は田植えと重なるので時間の管理が必要。
◦�炭化においては場所、炭化機の導入、散布に必要なものなどまだ何もできていない
　⇒実際にやっている方々から情報収集する

■開催日時： 2026年1月14日・17日 am 10:00 ～

■開催場所： 四街道市 みんなで地域づくりセンター
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

会社創立時から取締役として10年以上経営に携わり、プレイングマネージャ
ーとして奮闘している。経営を体系的にきちんと勉強して自社に活かしたいと
考え応募した。

■研修での目標

従業員を２人以上雇い（求人から考え直す）、定着してもらう仕組みを作る

■研修で得られた成果

農業という枠にとらわれず、経営について学ぶことができた。専門用語など、
わからない言葉も多数あったが、教わったり自分で調べたりしながら学ぶこと
ができた。オンライン授業は移動時間もなく集中できるので大変有意義だっ
た。Eラーニングは何度も繰り返し見れたのでとてもよかった。自社の経営に
ついては常に考えていたが、『俯瞰してみる』重要さを改めて教えてもらい、他
の受講生の経営状況や、悩みを一緒に考えながら自社に当てはめて考えるこ
とができた。このような時間を作ることで今後の自分の行動が変わると思える
研修会だった。

■生産作物

1.5haの施設野菜（ほうれん草・小松菜・ミニトマト）、5.5haの水稲（種子・
食用・酒米用）の生産、販売を行っている。

25
山口県周南市

ふくぷくファーム
株式会社

白井 裕貴

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

■発表会に出席した地域関係者
●山口県ステキ女子メンバー
●山口県農林事務所各所

発表タイトル みんなで売上を作る！

事業内容と
課題

野菜（主に施設野菜）・水稲の生産、販売をしている。人材の定着率向上が
今後の重点課題。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦人材採用について：
①�農園の若返りを図らなければならない。県の農林事務所や、市の農林課の協力を得て、農大生や、農業高校生の獲得

へ尽力する。（早急に求人をだす。明確な働き方の提示、休日やリフレッシュ休暇の多さをアピール）
②�外国人採用について　コーチングの先生やセミナー参加者にもアドバイスいただき前向きに検討しているがまだ市内

で求人を出せば来てくれる状況にあり、県内・市内の農業関連学校生を中心に採用することを優先とする。
雇用や人事評価制度で悩んでいるので、農林事務所に相談したところ、茨城県のレンコン農家の『光ファーム』の篠塚さ
んを講演会に呼んでもらえることになった。是非参考にして人事評価制度等を充実させて、雇用を継続していきたい。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

３月から11月まで農業繁忙期に突入するため、経営管理がおろそかになってしまう。採用活動、人材育成、総務、経理、
を優先できる体制を整えること。自分でやるのではなく、誰かにやってもらう、お願いした人を信頼すること。

25 ｜ふくぷくファーム 株式会社

■開催日時： 2025年12月18日（木）

■開催場所： カフェ『山とCHILLI』（山口県周南市）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

ハウス増設で従業員が増え、従来のやり方を見直したい。組織運営とマネジメ
ント力を身につけ、地域雇用を生み出しているので、チームとして成長できる
よう、自ら変わる必要性を感じ応募した。

■研修での目標

経営力とリーダーシップを学び、人にもの教える・伝える・判断するをスピーデ
ィにする。
その結果、生産量の安定化、売上10％向上の継続。

■研修で得られた成果

自身の経営課題を客観的に整理し、規模拡大、人材育成、販売強化を柱とし
た具体的なアクションプランを策定することができた。特に、コーチングやグ
ループワークを通じて、対話と情報共有の重要性を再認識し、従業員との個別
面談を実施するなど、実践につなげることができた。

■生産作物

大玉トマト55a、ミニトマト21a、イチゴ3aの生産、直売、商品開発を行ってい
る。

26
京都府京田辺市

株式会社
京都杉田農園

杉田 智恵美

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

26 ｜株式会社 京都杉田農園

■発表会に出席した地域関係者
●山城地域農林女子ネットワークメンバー（７名）
●�京田辺市農業委員会、京田辺市農業委員会事務局、京田辺市農政課、地域の農業者
●�京都大学講師、客員研究員、経済学研究科博士課程学生、京都府農林水産部農産課、京都府山城北農業改良普及センター・京都

府山城南農業改良普及センター

発表タイトル
女性農業者のための事業推進力＆
チームマネジメント力アップ研修　参加報告

事業内容と
課題

株式会社京都杉田農園では、ハウス増設による規模拡大を進めてきたが、近
年の猛暑の影響により夏期のトマト生産が困難となっている。また、従業員
数の増加に伴い、経営者の方針や作業指示が十分に共有されず、チームとし
ての連携不足から生産性や収益性の低下が課題となった。加えて、作業や接
客が属人化しており、誰でも一定水準で対応できる体制整備が求められてい
る。今後は人材育成と業務の見える化、夏場の生産安定を進め、安定した経
営基盤の確立が必要である。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�直売所拡大に当たっては、農業委員会や上下水道課など必要な関係機関に相談している途中。
◦�人材育成では、従業員さん全員と面談をしたので、職場の環境改善として、作業の見える化やハサミなどの作業道具

の定位置化を行っている。
　�また、従業員さんとのコミュニケーションをとるため親睦会を定期的に開催する。
◦�夏場の生産安定では、冷涼地での栽培ができるよう農地の決定と地域の方との調整をおこなっていく。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦�人材育成に関して、従業員さんの理解をどこまで得ることができるか、また、人材の育成をする事ができるのか、明確
な判断基準がないので不安である。

◦�対策案として、年2回以上の個別面談を実施し、本人の理解度や成長実感、課題を共有することで、育成状況を確認し
ていきたい。

■開催日時： ２０２6年１月20日（火）

■開催場所： 京都府木津総合庁舎
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

昨今の子牛価格低迷と経費高で繁殖経営はとても厳しい。�  
企画力・販売力を高めたいと考えている。�  
また、女性部運営を学び、活動を通じて購買者誘致に繋げたい。

■研修での目標

産地づくりの一環として和牛女性部を立ち上げたい 結束力が上がるような事
例を学びたい�  
和牛ブランドはたくさんある中で、世界を見据えた商品作りのアイデアや、輸
出に関する知識を得たい

■研修で得られた成果

大変多くの学びがあり、容赦なく経営課題を掘り起こせた。また、自分と向き
合う時間でもあった。�  
思考力を鍛え、早い意思決定を心がけることを常に意識するようになった。�  
作物は違えども参加者の発表に共感する点が多く、それが自身の壁打ちとな
り、言葉にできなかった考えがまとまったり新しい視点を見出せた。�  
今後、変えていくべき点、変えない点が明確になってきた。

■生産作物

黒毛和牛繁殖経営�  
母牛60頭、子牛40頭飼養

27
宮崎県宮崎市

かいファーム

甲斐 陽子

農園SNS
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地域発表会概要

27 ｜かいファーム

■発表会に出席した地域関係者
●宮崎市農業振興課　●宮崎県中部農業改良普及センター　●SEミート　●日本自給飼料生産普及センター　
●ブランド作りメンバー　●宮崎中央和牛女性部メンバー

発表タイトル
女性農業者のための事業推進力＆
チームマネジメント力アップ研修　参加報告

事業内容と
課題

黒毛和牛繁殖６０頭規模。後継者はおらず、規模の拡大は考えていない。
研修申し込み時は子牛のセリ値低迷と物価高、費用高で経営改善が必要だ
った。
現在、畜産農家戸数は減り続けており、子牛の出荷頭数も減少、子牛価格は
上昇傾向。物価高は変わらない。
変化の波に翻弄されない、強い経営を目指したい。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦�専門機関を利用し、ブランド化についてブラッシュアップしていく。
◦�ブランド化の仲間作り。
◦�６次化に向けての情報収集。
◦�エコフィードを用いた飼料設計。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

◦�子牛や成牛価格の上昇が、経産牛肉生産費用や流通にどのような影響があるのかわからない。
◦�６次化に必要な費用、人材の確保。→行政の補助事業の活用ができないか検討する。

■開催日時： ２０２6年２月１2日（木）

■開催場所： 有田さんちのお肉屋さん（宮崎県西都市）
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■地域発表会の様子

■研修への応募動機

16代続く米農家を継承し、農泊や体験活動に取り組む中、家族間の意思疎通
や組織の基盤づくりを改善したいと感じている。地域との信頼を深めつつ、法
人化や雇用を見据え、営業力・マネジメント力を強化したいと考え応募した。

■研修での目標

法人化を見据えた組織体制を構築し、�  
1年以内に役割分担を明確にした運営体制をつくる

■研修で得られた成果

本研修を通して、これまで感覚的に進めてきた取り組みを、経営視点で整理す
ることができた。特に、ビジョンの言語化、チームで進める設計の重要性を学
んだ。5年間（2026〜2030）の段階的な計画を設定し、「お米づくりを柱に、
水・暮らし・人が循環する地域モデル」を明確に提示することができた。

■生産作物

21haの農地で、水稲、ビール麦、露地野菜、大豆の生産、加工、商品開発、
農泊事業を行なっている。

28
栃木県大田原市

momo farm

西岡 智子

農園SNS 農園HP
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地域発表会概要

■発表会に出席した地域関係者
●斎藤副市長　●県振興事務所２名　●市役所農政課、商工観光課　●大田原ツーリズム　●農業委員　●女性農業士
●那須野が原土地改良連合　●クリエーター　●cototo木メンバー　●農業者懇談会　●宇大インターン生
●宇大大学院生　●地域おこし協力隊　●食事担当（農泊仲間）西岡　３名　計19名

発表タイトル 人の営みが自然を美しくしていく農業へ
― 田んぼと水から考える地域のこれから ―

事業内容と
課題

水田農業を基盤に、農泊・体験・米の加工販売を通じて、水・暮らし・人が循
環する地域モデルづくりに取り組んでいる。田んぼを「生産の場」だけでな
く、学びや交流の場として位置づけてきた。
一方で、事業の多角化による経営整理、収益構造の安定化、役割分担の明
確化が課題であり、今回の研修で中長期設計の必要性を再認識した。

■最終発表会・地域発表会資料（抜粋）
　　

■研修後に予定している取組内容・目標

◦水田管理と地域水系の可視化
◦農泊事業の年間受入体制の強化
◦米の高付加価値化と販路拡大
◦次世代（家族・地域若者）の役割明確化
◦2026〜2030年の段階的目標設定と進捗管理
田んぼの営みを「個人の取り組み」から「地域で共有される営み」へと育てていくことを目標とする。

■研修後の取組・目標達成に対して想定される課題と対策案

【課題】
◦事業拡大による業務負担　◦収益の安定化
◦担い手育成　◦価格価値の理解醸成

【対策】
◦優先順位の明確化と数値管理	 ◦役割分担とチーム経営の強化
◦教育連携による関係人口創出	 ◦情報発信の強化による価値の可視化

28 ｜momo farm

■開催日時： 2026年1月7日（水）

■開催場所： 花園創（栃木県大田原市）
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写真一覧・補助教材

第５回▶講義・グループ発表風景

第２回▶講義・グループワーク風景

第１回▶︎特別講演・自己紹介
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写真一覧・補助教材

第９回▶最終発表会・集合写真

第８回▶模擬商談風景

第６回▶豊洲市場視察風景



5 参考資料

80

補助教材 自分耕しノート（抜粋）






